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図書館通信
♪ ボランティア養成講座

受講者募集
現在,市立図書館では,読み聞かせ等の読書

活動を行うボランティアグループの方と,整架

を主に行っていただく個人のボランティアの方

がいらっしゃいます。市立図書館の運営に欠か

すことのできないボランティアさんには,かね

てから感謝の気持ちでいっぱいです。今年度も

多くのご協力をいただきありがとうございます。

平成２５年度も,新たに活動していただく方

を募集します。今回,募集するのは整架を中心に

した活動を行う個人のボランティ

アさんです。(読書グループでの活

動を希望する方は,別にご連絡くだ

さい。)

  ボランティアに興味のある方,

「ボランティア養成講座」を受講

してみませんか?

※ 詳細は館内で配布するチラシや市立図書

館ホームページをご覧ください。

  

♪あかちゃんのためのおはなし会 100 回

あかちゃんの

ためのおはなし

会が,２月８日

(金)に１００回

を数えました。

あかちゃんの

ためのおはなし

会は,第２,４金

曜日の２時から,

市立図書館ボラ

ンティアグループ「りとるコアラ」が開いている

おはなし会で,生後３か月～３歳くらいの子ども

さんを主な対象にしています。「りとるコアラ」さ

ん,いつもありがとうございます。

参加者の皆さんは,絵本を楽しむだけでなくあ

かちゃんと一緒に遊んだり,子育てについての情

報交換を楽しんでいらっしゃるようです。

初めて参加する方,大歓迎です!!

♪ 図書館文化講座(2/16)を実施
今回の文化講座は,

かごしま近代文学館

アドバイザーの石田

忠彦先生に「林芙美子

の小説」という演題で

ご講演いただきまし

た。

小説の虚と実を中心テーマに，林芙美子の実

生活でのエピソードと小説の違い，芙美子の小

説の優れている点など，ユーモアを交えながら

楽しくお話していただきました。44名参加。

【参加者の感想】

○ 芙美子についての深い見識にふれ,大変興味

深く楽しい時間でした。ますます文学に興味

がわきました。

○ 「苦しきことのみ多かりき」の方だとばか

り思っていました。最後まで退屈させない楽

しいお話でした。

○ 石田先生の名調子はいつお聞きしても楽し

い。
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日 時 : ３月２６日(火)   13:30～16:00

対 象 : 市立図書館でのボランティア活

動に興味や関心のある高校生以上の方

がらがらどんおたんじょう会

～３月９日(土)午後 2時から 3 時～

「おはなし文庫がらがらどん」のみなさんによる

スペシャルおはなし会です。

人形劇「ばけくらべ」などでお楽しみください。



＝３月行事予定表＝ ♪楽しい親子読書教室(2/9)を実施

小学生と保護者を対

象にした「楽しい親子読

書教室」では,27 組の親

子が音読やアニマシオ

ンなどで読書を楽しみ

ました。また,この教室

では,「秘密の部屋を探

検しよう」と題しての,閉架見学が毎回好評で,子

どもたちの中には「一日中,ここにいたい」という

本好きの子も…!

2 土
がらがらどんおはなし会 11:00

家族ふれあい読み聞かせ教室  14:00

3 日 日曜映画会 14:00 

7 木 おはなしのじかん 15:30

8 金 あかちゃんのためのおはなし会 14:00

9 土 がらがらどんおたんじょう会 14:00

10 日 日曜映画会 14:00

14 木 おはなしのじかん 15:30

16 土
がらがらどんおはなし会  11:00

キッズタイム:りとるコアラ  14:00

17 日 日曜映画会 14:00

21 木 おはなしのじかん  15:30

22 金 あかちゃんのためのおはなし会

23 土 キッズタイム:りとるコアラ 14:00

24 日 日曜映画会  14:00

26 火 ボランティア養成講座  13:30

29 木 おはなしのじかん 15:30

27～31 春休み子ども映画会  14:00

『福島の美術館で何が起こっ

ていたのか- 震災,原発事故,

ﾍﾞﾝ･ｼｬｰﾝのこと-』

黒川創 編 SURE

(分類 706.9 フ)

東日本大震災から2年が経ち

ます。わたしたちは,その記憶

やそのときの思いを忘れ,現実

感を持って考えられなくなり

がちです。

この本は,福島県立美術館主

催の講演会で作家・黒川創さん

の講演内容と,美術館に関わっ

ている人たちの座談会で構成

され、地震が起き原発事故が起

こったとき,それぞれの方がど

うしていたか,状況がどうであ

ったか,淡々と語られた事実

に,生活の現実を感じます。

『13 歳からの拉致問題

弟と家族の物語』

蓮池透/著  かもがわ出版

(分類 Y391.6 ハ)

著者は拉致被害者,蓮池

薫さんの兄。北朝鮮による

拉致問題を,青少年向けに

書かれた本ですが,大人が

読んでも,いろいろと考え

る点のある本です。

弟の薫さんのことだけで

なく,拉致問題の基礎知識,

朝鮮半島と日本にまつわる

豆知識などで構成され,拉

致問題の起きた背景や北朝

鮮のことを正しく知ること

が拉致問題の解決につなが

ると述べておられます。

『缶詰ラベルコレクション』

公益社団法人缶詰協会/監修

青幻社(分類 675.1 カ)

ナポレオンは,戦争におい

て兵士の士気を高め,新鮮な

食糧を大量に供給する必要

性を痛感…そこから,缶詰は

うまれたのだそうです。

日本では明治4年にはじめ

て「鰯油缶詰」が製造され,

大正から昭和初期は日本の

輸出産業としてその製造は

隆盛を極めます。そんな明治

10 年から昭和期にかけて印

刷された缶詰ラベルが約 550

点収載されたのがこの本。百

聞は一見にしかず,デザイン

の美しさやおもしろさと同

時に,こんな缶詰があった

の!?と驚かされます。

館内 OPAC(検索機)の豆知識

<検索の方法>

① 詳細検索:書名,著者名,出版社名などを入力し

て探す。

② 典拠検索:著書名を絞って探す。

③ ジャンル検索:スポーツ,歴史,などのジャンル

から本を探す。

<入力の方法>

タッチパネルとキーボードが使えます。キーボ

ードの「かな漢字」入力を選ぶと,漢字変換ができ

ます。

<入力表示画面>

初期画面は五十音の並びが横書き表示になって

いますが,見づらい方は縦書き表示に変更できま

す。


